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一般社団法人 全国病児保育協議会ニュース

大  川  洋  二
（大川こども＆内科クリニック）

　第30回の記念大会となる全国病児保育研究大会
を、2020年９月21・22日、横浜みなとみらいの「パ
シフィコ横浜ノース」で開催します。会頭は大川洋
二全国病児保育協議会会長（大川こども&内科クリ
ニック　病児保育室うさぎのママ）です。近年の研
究大会は７月の「海の日」の周辺で開催されてきま
したが、今年は東京オリンピックが７月24日から始
まるため東京での会場や宿泊施設の確保が困難とな
り、開催時期を９月に移動し、会場も横浜みなとみ
らいにすることとなりました。
　「パシフィコ横浜ノース」は、数多くの国際会議
や展示会・イベントの開催場所として知られる「パ
シフィコ横浜」に隣接する形で2020年春にオープ
ンする新しい施設です。正式名称は「横浜みなとみ
らい国際コンベンションセンター」、併設して大き
なホテルの建設も進んでいます。国内最大規模の施
設となる予定で、真新しい会場へぜひ多くの方々に
ご参集いただきたいと願っています。
　今大会テーマは「子育て支援から子育て讃歌へ ～
AIは病児保育の未来を拓くか～」とさせていただき
ました。2019年の日本の出生数は90万人を大きく
割り込み、現在の日本の最大のテーマは「少子化」
と言っても過言ではありません。このテーマを解決
するには、楽しく子育てをする環境を整え、子育て
の面白さをすべての人が感じ取れるようになること
が大切です。子育てを楽しくする工夫について模索
する中で、近年進歩の著しいAI技術をどう生かして
いくかも考えていく予定です。
　このようなテーマのもと、２つのシンポジウムを
開催します。一つは「愛着形成と病児保育」。西岡
敦子、星野崇啓、奥山眞紀子、赤川有紀の４人のシ
ンポジストにご登壇いただきます。病気の時こそ母
親が面倒をみるという根強い意見もありますが、病
児保育が愛着形成に果たす役割について改めて考
え、病児保育を安心して利用していただくことを目
指します。もう一つは「AIと病児保育」で、田中恭子、
宮本知子、服部伴之、高島裕二の４氏にお願いしま
した。AIの進歩は著しく、その技術を理解するだけ

でもたいへんですが、良いところを取り入れて病児
保育の運営に役立てる方策を探ります。
　特別講演は内多勝康氏（もみじの家ハウスマネー
ジャー）による「医療的ケアがあっても安心して暮
らしたい」を準備しました。「もみじの家」は成育
医療研究センターに併設された、重い病気を持つ子
どもと家族を支える医療型短期入所施設です。子ど
もがたとえ重い病気を持っていても、自宅で家族と
一緒に安心して過ごすことができる社会を創ること
を目標としています。病児保育の今後の展開を考え
る上で、示唆に富む内容が期待されます。
　教育講演は「発達障害を持つ子どもの療育・保育
と、連携した医療」、「眠りと子どもと保育と病気」、
「子ども時代をゆたかに：よりよい保育をもとめて」、
「保護者に寄り添う支援のありかた」、「保育の質向
上につなげる保育士の働き方改革」、「病児保育の広
域利用とICT化の展望」の６題を用意しました。そ
れぞれ専門の講師による興味深い講演をお届けする
予定です。また、例年のように８つのワークショッ
プ、定例の協議会プログラムを開催し、参加された
方々の実践にすぐに役立つ内容を目指します。
　さらに、市民公開講座として「これからの日本を
どうするか」を開催します。成育基本法が成立し、
今年は成育医療等協議会が設置される大事な時期に
あたるため、自見はなこ参議院議員、渡辺由美子厚
生労働省子ども家庭局長、佐藤好美産経新聞記者、
井上隆経団連常務理事をお招きして、これからの日
本の子育てについて語り合う予定です。
　会場となる「みなとみらい」には、ランドマーク
タワー、赤レンガ倉庫、山下公園、マリンタワー、
中華街など観光スポットが目白押しで、昨年末には
新しい客船ターミナルと商業施設などからなる「横
浜ハンマーヘッド」もオープンしました。勉強の合
間にぜひ横浜みなとみらいを楽しんでいただき、有
意義な時間を過ごしていただきたいと願っていま
す。2020年９月の３連休、横浜で皆さまとお会い
することを楽しみにしています。

第30回記念大会第30回記念大会
横浜みなとみらいに集まろう！横浜みなとみらいに集まろう！

第 30回全国病児保育研究大会 実行委員長 横田俊一郎
横田小児科医院 病児保育室「JAMBO」
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［大会主催プログラム］
☆会頭講演：９月21日（月・祝）

☆シンポジウム１：９月21日（月・祝）
　愛着形成と病児保育　

シンポジスト：西岡　敦子、星野　崇啓
奥山眞紀子、赤川　有紀

☆シンポジウム２：９月21日（月・祝）
　AIと病児保育

シンポジスト：田中　恭子、宮本　知子
服部　伴之、高島　裕二

☆市民公開講座：９月22日（火・祝）
　「これからの日本をどうするのか」

　シンポジスト：自見はなこ、渡辺由美子
佐藤　好美、井上　　隆

☆特別講演１：９月21日（月・祝）
　「医療的ケアがあっても安心して暮らしたい」　

内多　勝康
（もみじの家ハウスマネージャー）

☆教育講演１：９月21日（月・祝）
　「発達障害を持つ子どもの療育・保育と、連携した医療」

石﨑　朝世
（公益社団法人発達協会王子クリニック院長）

☆教育講演２：９月21日（月・祝）
　「保育の質向上につなげる保育士の働き方改革」

菊池加奈子
（社会保険労務士法人 ワーク・イノベーション代表）

☆教育講演３：９月21日（月・祝）
　「病児保育の広域利用とICT化の展望」

園田　正樹
（CI Inc. 代表取締役 東京大学医学部附属病院 産科婦人科学教室）

☆教育講演４：９月22日（火・祝）
　「子ども時代をゆたかに：よりよい保育をもとめて」

秋田喜代美
（東京大学教育学研究科 教授）

☆教育講演５：９月22日（火・祝）
　「眠りと子どもと保育と病気」

神山　　潤
（公益社団法人 地域医療振興協会 東京ベイ・浦安市川医療センター 管理者）

☆教育講演６：９月22日（火・祝）
　「保護者に寄り添う支援のありかた」

津村　　薫
（フェリアン 副所長）

［各委員会主催プログラム］
☆研修委員会主催セミナー　

　［基礎研修（保育）］　９月21日（月・祝）

　［基礎研修（看護）］　９月21日（月・祝）

　［基礎研修（保育看護）］　９月21日（月・祝）

　［基礎研修（小児医学）］　９月21日（月・祝）

　［ステップアップ研修］　９月21日（月・祝）

☆保育園型委員会主催セミナー　９月21日（月・祝）

☆資格認定委員会主催セミナー　９月21日（月・祝）

☆倫理委員会主催セミナー　　　９月21日（月・祝）

☆感染症対策委員会主催セミナー　９月22日（火・祝）

☆安全対策委員会主催セミナー　９月22日（火・祝）

［ワークショップ］
☆ワークショップ１：９月21日（月・祝）※要事前予約
　「予防接種をふまえて病児保育室における感染症を知ろう」

対象：制限なし

☆ワークショップ２：９月21日（月・祝）※要事前予約
　「傾聴技術を身に着けよう～ゆっくりと話を聞くことで

お互いの理解を深めよう～」
対象：制限なし  

☆ワークショップ３：９月21日（月・祝）※要事前予約 
　「「玩具」に頼らず子どもの心を開こう

～子どもに返って本気で遊んでみよう～」
対象：制限なし

☆ワークショップ４：９月21日（月・祝）※要事前予約
　「育て育てられる病児保育

～子どもの気持ちにこころよせて～」
対象：病児病後児保育室スタッフ

☆ワークショップ５：９月22日（火・祝）※要事前予約
※内容はワークショップ３と一緒。両日の申し込みは不可。

☆ワークショップ６：９月22日（火・祝）※要事前予約
　「発達障害のある子どもの世界を知る

～ペアレントトレーニングから学ぶこと～」
対象：制限なし  

☆ワークショップ７：９月22日（火・祝）※要事前予約  
※１回90分で前半と後半２回（同じ内容）に分けて実施予定。時間希望不可。

　「病児に笑顔を 学ぼうクリニクラウンの術」
対象：制限なし  

☆ワークショップ８：「なんでも相談」９月21日（月・祝）
 対象：制限なし 

☆一般演題　

☆ランチョンセミナー　

☆懇親会 等

プログラムの詳細・各委員会の企画等は随時ホームペー
ジに掲載します。日程変更の可能性もあります。ホーム
ページをご覧ください。

【ホームページアドレス】
http://web.apollon.nta.co.jp/hoiku2020/

第30回記念全国病児保育研究大会 プログラム概要（2020年２月時点 予定）
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　Ｈ30年９月30日（日）愛知、岐阜、三重、静岡

の合同で開催予定でした。残念ながら２年続けて台

風直撃で、当日は警報がでており、三重、静岡など

参加は困難となり、55名の参加でした。参加された

皆様、無事帰られたことを感謝しております。また

演者の先生方も台風のなか講演いただき感謝です。

演題１は熊本大学名誉教授、三池輝久先生より「子

どもたちの心身の発達を守る眠育」の講演でした。

体内時計、睡眠のリズムの大切さ。それは妊娠中か

ら始まるとの事でした。赤ちゃんの夜泣きやひいて

は不登校・ひきこもりは体内時計が確立せず、夜間

の睡眠障害によって引き起こされるとの事でした。

眠育がいかに重要かを考えさせられました。講演２

は絵本作家の正高もとこ先生で「なぜ、子どもに絵

本を読むの？絵本で楽しく子育て」についての講演

でした。現代は子育て初心者がもっぱら一人で子育

てしている、育児困難な時代である。こどもに「愛

されている安心感」を伝える事は難しい。絵本を読

んでやることで子どもに安心感－をあたえる事がで

　令和１年９月１日（日）に、「令和１年全国病児

保育協議会三重ブロック研修会」を津市の三重県総

合文化センターにて開催しました。昨年に引き続き、

医療法人熱田小児科クリニック、津病児デイケア

ルーム「ひまわり」が幹事を担当させて頂き、県外

から５施設 三重県内から13施設 計18施設66名の

皆様にご参加頂きました。

　医療法人熱田小児科クリニックの熱田純院長の挨

拶から始まり、全国病児保育協議会監事の二宮剛美

第17回 全国病児保育協議会あいちブロック交流集会報告第17回 全国病児保育協議会あいちブロック交流集会報告

令和１年全国病児保育協議会三重ブロック研修会報告令和１年全国病児保育協議会三重ブロック研修会報告

前田　敏子
なずな病児保育室

きる。本は安心感のよりどころとのことでした。先

生より私たちに絵本の読み聞かせをしていただきま

した。とても新鮮でした。声の調子・本の内容・時

間など実際の現場で役立つような内容でした。また

本の紹介もしていただきました。このあとは分科会

の予定でしたが、台風接近のため中止し散会といた

しました。　　　　　　　　

先生のご挨拶、そして来賓を代表して三重県子ども・

福祉部　少子化対策課保育サービス・幼保連携班の

刀根美弥子様のご挨拶を頂きました。その後、全国

病児保育協議会理事の羽根靖之先生より協議会の報

告をして頂きました。

　特別講演①では、株式会社エス・アイ・シー防災士、

代表取締役の阪田邦雄様より「災害への意識や取り

組みについて」と題してご講演頂きました。いつ起

こるか分からない災害の恐ろしさを映像を見ること

で身近に感じ、日頃から備えをする大切さを学ぶ機

会となりました。

　同時に別室にて開催された施設長会議には、県の

担当者の刀根美弥子様、津市役所子育て推進課の小

林泰子様、中村奈緒様、四日市市役所子ども未来部・

子ども未来課の堀田智恵美様にもご参加頂きました。

　特別講演②では、鈴鹿医療科学大学、保健衛生学

部、医療福祉学科助教の赤川力先生に「子どもの発

達障害について」と題して、ご講演頂きました。
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　令和元年９月23日月曜日に、愛媛県四国中央市
川之江ふれあい交流センターにおいて第７回全国病
児保育協議会四国ブロック研修in愛媛を開催しまし
た。参加者は112名で四国外の近隣の県からの参加
者もいました。
　愛媛県の病児保育の現状に関する講演として、愛
媛県保健福祉部の細川泰弘様に「愛媛県の病児保育
の現状と課題」について、また、松山市民病院総務
部部長兼保育管理課課長の浅野光孝様に「企業主導
型保育事業による病児保育運営」についてお話しし
ていただきました。愛媛県が掲げているえひめ・未
来・子育てプランの施策体系などや、企業主導型の
病児保育運営の現状や、市や町の病児・病後児保育
事業との違いを知る良い機会となりました。
　続いて大阪府済生会中津病院の安井良則先生に
「病児保育における感染症対策について」のお話し
をしていただきました。インフルエンザやＲＳウイ
ルス感染症・ヒトメタニューモウイルス感染症を中
心に、感染経路・対策などを詳しくお話ししていた
だきました。中でも保育士がベクターとなって感染
を広げているというお話は、日頃の保育を振り返る
機会にもなりました。
　午後からは、何でも相談会（フリートーク）を行
ないました。保育や運営について、日頃悩んでいる
ことや相談したいことを、施設ごとにアンケート用

四国支部会研修会報告四国支部会研修会報告

紙に記入して頂き、それらをもとに、質疑応答、意
見交換が行われました。各施設に持ち帰り、より充
実した保育を目指すためのヒントがたくさん得られ
たのではないかと思われます。
　最後に全国病児保育協議会より、むかいだ小児科
向田隆通先生に10月からの幼児教育保育の無償化に
ついて、病児保育利用中の保険診療についてなど情
報提供をいただきました。
　台風17号の発生により、開催ができるのか、参
加者の交通状況など不安なままで当日を迎えました
が、研修が終わった後は、台風が過ぎ去った後の空
同様、参加者の表情もとても晴れやかで、有意義な
時間を過ごせたことがうかがえました。

苅田　久恵
むかいだ小児科 キッズハウス

　日頃の保育の中で子ども達の個性をより理解し、

丁寧なかかわりが出来るように分かりやすく、たい

へん興味深く貴重なお話を頂きました。

　その後、大正ファーマ株式会社様・株式会社ツム

ラ様によるランチョンセミナーがあり、とても有意

義な時間となりました。

　来年は幹事が私共から「鈴鹿市病児保育室ハピー
奥田　真美

医療法人熱田小児科クリニック津病児デイケアルーム「ひまわり」

ルーム」様に交替致します。どうぞよろしくお願い

申し上げます。

　２年間たくさんの方にご協力頂き、幹事として貴

重な経験をさせて頂きましたことを感謝致します。

本当にありがとうございました。
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　令和元年10月６日に第10回千葉県支部研修会が

行われました。これまで本会は千葉市の施設にて運

営されて来ましたが、初めて当市にて開催しました。

当院にとっては初の大役であり、スタッフ一同、緊

張の中で準備を進めました。また、当市ではこれま

で市内５施設間の交流がありませんでしたが、この

機にご参集・ご協力頂き、これをきっかけとして船

橋市病児病後児保育連絡協議会を立ち上げることが

できました。

　今回は、前半のテーマを「子育て支援としての病

児保育のあり方を再考する」としました。厚生労働

省子ども家庭局保育課より行政説明を頂き、子ども

を巡る様々な課題について再認識しました。また、

一般演題では、送迎サービスの運営状況に関し発表

がありました。昨今、ますます忙しくなる保護者を

目の当たりにし、私たちは理想とする子育てとの間

に葛藤を抱えながら、病児保育に向き合っています。

演題のまとめでは、送迎サービスは大人の都合で気

軽に利用するものではなく、子どもを守るセーフティ

ネット（最終的手段）だと強調されました。子ども

にとって病児保育はどうあるべきかを考えて行くこ

とが、結果的に子育てのし易さへの支援となるので

はないかと思います。このテーマについては、来年

も引き続き皆様と考えて行きたいと考えています。

第10回 千葉県支部研修会を終えて第10回 千葉県支部研修会を終えて

　後半では、災害対策をテーマにしました。本県

は台風15号に見舞われた後であり、グループミー

ティングでは充実したディスカッションが行われま

した。特に、停電・断水への対策、浸水時等の避難

経路の確認などは喫緊の課題と考えました。ベッド

タウンを多く抱える本県では、保護者が帰宅困難と

なったときの対策も不可欠です。また、病児保育特

有の問題として、薬を数日分或いはお薬手帳を預か

り、災害下でも投薬を続けられるよう配慮すべきだ

と言う意見も挙がりました。各施設が安心して保育

に取り組めるよう、協議会や行政の助言・指導をご

検討頂きたいと思います。

村社　歩美
病児保育室「トレポンテ」

　令和元年９月８日（日）大分岡病院地域医療研

修センターにて、①研修②実践・活動報告③ワー

第７回 全国病児保育協議会 大分県支部研修会報告第７回 全国病児保育協議会 大分県支部研修会報告
クショップ④交流会のプログラムのもと開催され

ました。

　①日本赤十字社の講師の方より、乳幼児の心肺蘇

生法について実践を交えた研修をしていただきまし

た。参加者の中には、これまでAEDに触れたことが

無い方もおり、参加者同士教え合い、確認し合いな

がら適切な救命処置を学ぶことができました。

　②実践報告「診察時における不安・苦痛の軽減を

目的としたプレパレーションの取り組み」(佐藤真砂

子・大分こども病院)、活動報告「病児保育で火災が

発生した場合の講習会を実施して」(西村あづさ・同

病院)のご発表がありました。実際のプレパレーショ
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と連絡は取りやすい、屋外での活動に制限、静か

な保育、年齢が違う（異年齢保育）、小学生も看る、

なじみの友達がいない、初対面の保育士というの

も多い、いつもの場所と違う（初めての場という

場合も）、体調が悪い、病気である、少人数である、

子どもと密に接することができる、行事がない、

その子に合わせた時間割になる、延長保育がない、

部屋割りの難しさ、医療職が身近、子どもの情報

が少ない、現金を扱う、保育計画が立てづらい

　　後半はどこでもシートを利用し、テーマを「問

題点・課題があれば解決策を話してみよう」と

して、解決策などを自由に話してもらいました。

前半のグループからあえて席替えを行い、なる

べく多くの参加者と知り合いができるように工

夫しました。

　　以下に出されたものを列挙します。

　　不安な児への対応→お気に入りの玩具、DSな

ど、急変への対応→こまめに診察、人員不足→施

　平成31年３月２日土曜日午後に、パルシェ（静岡

駅ビル）７階第３会議室において第５回静岡県支部

会を行いました。計33名（保育士18名、看護師11名、

医師２名、薬剤師１名、その他１名）の参加でした。

　プログラムは

①  施設・自己紹介、

②  グループワーク（ワークショップ）

　 「病児保育だからできる保育とは」

　 GW ①

 　「通常保育と病児保育の違いをあげてみましょう」

　 GW ②

　 「問題点・課題があれば解決策を話してみよう」

③  意見交換会

　 （事業の問題点や行政の対応などお互い意見交換）

④  講演

　「嘔吐下痢症の保育～小児急性胃腸炎ガイドライ

ン2017年版より」　　　担当：北西史直（おんぷ）

　「簡単そう、でも難しい「風邪」の話」

　　　　　　　担当：櫻町俊二（さくらんぼルーム）

　以上でした。

①  簡単に参加施設名などの紹介を行いました。

②  グループワークは５～６名ずつ、６つのテーブ

ルを作り前半はKJ法を用いて、テーマを「通常保

育と病児保育の違いをあげてみましょう」とし、

通常保育との違いを挙げてもらいました。

　以下にあげられたものを列挙します。

　　キャンセルが多い、服薬（医療）がある、短期

間（一時預かり）、保護者に余裕がない、保護者

第５回 静岡県支部（研修・交流）会報告第５回 静岡県支部（研修・交流）会報告

吉井　友美
　　大分こども病院 キッズケアルーム

ンの内容と事例に基づいた子どもの姿やその効果に

ついて知ることができました。また、病児保育室で

の火災発生時、特に病院内に併設されていない施設

等は、病院内スタッフとの認識の差を埋め、各々の

施設で必要な防災について再確認することができた

と思います。

　③WSでは、病児保育でのプレパレーション実施

に繋げていく為に、プレパレーションの作成を目標

とした、目的とその理由・ツールをグループごとに

分かれて考えました。３歳未満児・以上児への健診

について、３歳未満児・以上児への内服についての

４つに分かれて話し合いました。目的を考える上で、

これまで保育の流れ作業的に行っていたことに気付

き、プレパレーションがなぜ必要なのかも考えるこ

とができました。病児保育におけるこどもらしさの

大切さや、安心して過ごせる病児保育室の為に各施

設に合ったプレパレーションの作成や実施への第一

歩になったと思います。

　④防災について、予約の工夫、職員の配置等をテー

マに各施設情報共有を行いました。各々の施設の現

状を知り、自分の施設に活かせること、実践してい

くべきこと等を知ることができました。
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北西　史直
病児保育室「おんぷ」

設間の職員貸し借り、広報・周知不足、狭い室内

での過ごしかたや年齢によるリズムの違い→メ

ディアの活用も、長時間の過ごし方、長期間利用

や隔離の児への対応、アレルギー・好き嫌い対策、

時間を守ってくれない保護者への対応→電話、お

迎えの大人が父母でない場合への対応→氏名確

認、電話、休憩時間が取りづらい

③  意見交換会として、各施設から日頃悩んでいる

こと、疑問に思っていることを挙げていただきま

した。園内感染防止対策・安全対策や各市町村の

微妙な行政対応の違いなどが話題にでました。

④  医師による講演（ミニレクチャー）を行いました。

　利用の二大疾患？である急性上気道炎、急性胃

腸炎のレクチャーでした。

　　静岡県は東西に長い県でありますが、ほぼ中

央の静岡駅ビルで開催でき、昨年に負けないく

らい多くの参加者が集まりました。引き続き少

なくとも年に1回は県単位の開催を続け、静岡県

の病児保育の発展につなげていきたいと思って

おります。

転倒転落編　椅子と一緒に後方に転倒し頭部打撲
Ａ君　3歳　男児　上気道炎

安全対策レポート～mimsの事例が事故防止のヒントに～

　児の体調により昼の内服前後は静かな遊びを
提供している。椅子に座ってDVDを観る場合
には、保育士や看護師がそばについて危険のな
いように気を付けている。
　当日は２名が利用し、保育士２名で保育して
いた。
　Ａ君は前日から 38℃台の発熱があり、当日
は上気道炎でお預かりしていた。入室時に発熱
はなく、朝から元気に過ごしていた。昼食後、
内服前後の安静のため椅子に座ってDVDを観

ていた。保育士①は午睡の準備のため、Ａ君が
椅子に座っているのを確認後、Ａ君の近くで布
団を敷き始めた。保育士②はもう一人の児の与
薬をしていた。シーツをかけるためＡ君から目
を離したすきに、Ａ君は椅子と一緒に後方に倒
れ、床で後頭部を打撲した。　　
　使用していた椅子は、軽量で座り方によりバ
ランスを崩しやすく、転倒の危険を予測できた。
保育士②に頼んでＡ君のそばにいることも可能
であったので、声をかけるべきだった。

　危険のないように気を付けるだけでなく、具体的な対策が必要です。使用していた椅子の転倒の
危険を感じた時点で速やかに対策を講じましょう。対策をしていれば未然に防げた可能性がありま
す。年齢や体格に合わせた椅子や、後方に倒れにくい構造をした椅子の使用を検討しましょう。モ
ニターの高さや施設の状況にもよりますが、椅子を使わないという判断もあり得ます。万一の転倒
に備えて、床材はクッション性のあるものを使用しておきましょう。

委員会からのコメント

万一に備えて、衝撃を和らげ
るために、床にはクッション
材などを利用しましょう。
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協議会ニュースに関するお問い合わせ先

一般社団法人 全国病児保育協議会 広報委員会
担当：藤　本　　 保

〒870－0943 大分市大字片島83－7
大分こども病院

FAX.097－568－2970
E-mail：byouji@oita-kodomo.jp

　200号へ向けて新たな１歩がはじまりました。その第一
歩を担当させて頂き、大変ありがたく思っております。エネ
ルギー溢れた各ブロックの研修報告が出揃いました。
　オリンピック・パラリンピックの後は記念すべき第30回
研究大会です。みんなで研究大会に集いましょう。（S・K）

2018年度実績調査の協力のお礼

　昨年12月から実施していました2018年度（平成30年度）実績調査は2020年2月21日締め切りました。
　調査票の返送をいただいた施設は462施設、対象施設686施設として回収率は67.5％でした。（前年
度実施の2017年実績調査は、回答いただいた施設は439施設、回収率67.8％）高い回収率でしたことは、
皆様のご協力のおかげと、感謝しております。現在、集計中で、皆様のご期待に応えられるように丁寧
に解析し、その結果を機関誌に掲載します。
　ご協力ありがとうございました。

皆様のご協力に感謝いたします。ありがとうございました。

全国病児保育協議会 会長　大川  洋二
調査研究委員会 委員長　荒井  宏治

◆ 第30回 全国病児保育研究大会 広報の部屋 ◆

　協議会ニュースは2020年１月に発行100号を迎えました。
　協議会ニュースが刻んできた時の流れの中には、それぞれの立場と役割で病児保
育に携わってきた私達がたしかにいて、そして今、私達は病児保育をより良くする
ために信念と情熱を持ってここに立っています。
　協議会の歴史を振り返り、現在に足を踏ん張り、そして未来を見つめる。
　今年の『広報の部屋』は、「We Are Here. ～ 病児保育には 社会と未来を変える
力がある ～」と題して、協議会ニュース創刊号から100号までを展示し、病児保育
の今昔を感じていただければと思います。
　９月の第30回記念研究大会、『広報の部屋』にぜひお立ち寄りください。

あのとき・あの時期・あの時代に
私は・私達はそこにいた、そして今ここにいる

We are Here.
～ 病児保育には 社会と未来を変える力がある ～


